
「
海
の
園」
大
臣
表
彰
参
喜
び
の
声

国
土
交
通
省
の
「
海
の
日
」
海
事
関
係
功
労
者
大
臣
表
彰

で
は
、
倉
庫
や
港
湾
運
送
、
内
航
海
運
な
ど
の
業
界
か
ら
1

2
3
人
、2
1
団
体
が
受
賞
し
た
。
長
年
に
わ
た
る
事
業
の
振

興
と
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
功
績
が
評
価
さ
れ
た
受
賞
者
に

「
喜
び
の
声
」
を
聞
い
た
。

強
固
な
紳
で
協
働

山
崎
元
裕
氏
(6
0
、
ヤ
マ
タ

ネ
社
長
)

国
土
交
通
大
臣
表
彰
の
栄
誉

に
浴
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の

は
、
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
の
ご
厚

情
と
ご
支
援
の
た
ま
も
の
だ
。

倉
庫
業
は
他
産
業
同
様
、
互

い
に
競
合
関
係
で
あ
る
一
方

で
、
非
常
に
強
固
な
粋
で
結
ば

れ
た
協
働
関
係
に
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。
こ
の
度
の
受
賞
は
、

特
に
各
社
の
物
流
最
前
線
に
い

る
皆
さ
ま
の
活
躍
に
よ
る
も
の

だ
と
思
っ
て
い
る
。
心
の
底
よ

ア
o
ク
ロ
ス
を
急
き
ょ
利
用
し

た
と
い
っ
た
事
例
も
あ
る
。

り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

今
後
も
微
力
な
が
ら
、
業
界

発
展
の
た
め
に
精
進
し
て
い
き

た
い
。
引
き
続
き
お
力
添
え
を

賜
れ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

る
。

業
界
D
X
化
へ
貢
献

醍
醐
正
明
氏
(5
7
、
醍
醐
倉

庫
社
長
、
東
京
)

栄
え
あ
る
国
土
交
通
大
臣
表

彰
を
賜
り、
身
に
余
る
光
栄
だ
。

こ
の
栄
誉
は
ひ
と
え
に
、
東
京

倉
庫
協
会(
山
崎
元
裕
会
長
)

を
は
じ
め
、
業
界
の
皆
さ
ま
の

ご
指
導
の
た
ま
も
の
と
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
る
。

近
年
の
物
流
業
界
は
D
X

(
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
)
の
推
進
、
「
2

0
2
4
年
問
題
」
、
人
手
不
足

な
ど
課
題
山
積
で
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
生

き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
変
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
事
だ
が
倉
庫
業
の
仲
間
と

チ
ー
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
会
社
を
設
立
し
た
。
業
界
の

D
X
化
に
貢
献
で
き
る
仕
事
を

し
て
、
業
界
発
展
の
た
め
に
微

力
な
が
ら
誠
心
誠
意
努
力
し
て

い
き
た
い
。

協
力
と
連
携
大
切
に

山
田
泰
正
氏
(5
7
、
山
清
倉

庫
社
長
、
静
岡
)

誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ

り
、

巨

日
頃

、
各
界
の
諸
先
輩
方
の
日
頃
続
可
能
な

獅
シ
ス
テ
ム
の

へ
ん
た
つ

の
ご
指
導
と
ご
鞭
漣
の
た
ま
も
築
、
事
業
継
続
計
画
策
定
に
取

の
と
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

近
年
、
大
規
模
地
震
や
集
中

豪
雨
な
ど
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
す
自
然
災
害
の
増
加
、
燃
料

費
の
高
騰
、
働
き
方
改
革
と
業

界
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、

倉
庫
業
・
物
流
業
界
全
体
の
発

課
題
へ
丁
寧
に
対
応

船
村
雅
彦
氏
(6
4
、
船
村
興

産
倉
庫
社
長
、
静
岡
)

こ
の
上
な
い
光
栄
で
喜
ん
で

い
る
。
業
界
の
皆
さ
ま
の
ご
指

導
や
従
業
員
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
、
ま
た
家
族
の
協
力
の
お
陰

と
、
感
謝
の
念
に
堪
え
な
い
。

物
流
業
界
は
「
2
0
2
4
年

問
題
」
へ
の
対
応
や
物
流
効
率

化
、
事
故
防
止
、
環
境
保
全
対

策
な
ど
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
課

題
に
は
ひ
も
を
ほ
ど
く
よ
う
に

丁
寧
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

当
社
は
1
9
7
0
年
の
設
立

以
来
、
「
物
の
流
れ
に
人
の
心

あ
り
」
と
心
得
て、
物
を
愛
し
、

荷
物
を
大
切
に
扱
う
姿
勢
を
重

視
し
、
地
域
貢
献
に
尽
力
し
て

き
た
。
今
ま
さ
に
こ
の
心
得
が

大
切
な
時
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
る
。
今
回
の
栄
誉
に
恥
じ

な
い
よ
う
に
、
業
界
と
地
域
発

展
に
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
。

た
。前

半
は
運
崎
、
赤
上
、
重
成

ど
を
解
説
し
た
。

赤
上
氏
は
、
秋
田
県
で
進
む

後
半
は
5
人
で
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
パ
レ

　　
　　

　　　　

　
　

た
。

(
今
松
大
)

オーシャントランス

己
評
価
が
一
致
す
る
こ
と
は
皆
無

に
等
し
く
、
無
駄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
費
や
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
受
験
時
代
は
他
人
と
の
比
較

で
優
劣
を
争
う
の
で
、
そ
こ
で
身

に
付
け
た
、
自
分
よ
り
成
績
の
上

の
人
、
下
の
人
を
見
て
比
較
す
る

考
え
方
は
、
際
限
が
な
く
疲
れ
る

だ
け
。
目

　　
　

に
生
き
ら

展
の
た
め
に
も
協
力
と
連
携
を

大
切
に
し
、
よ
り
効
率
的
で
持

続
可
能
な
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

新
た
な
技
術
の
導
入
や
人
材

育
成
に
も
注
力
し
、
業
界
の
発

展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
一
層
の

努
力
を
重
ね
、
表
彰
の
栄
誉
に

報
い
る
覚
悟
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

C
N
P
形
成
へ
協
力

浅
野
室
氏
(6
7
、
半
田
港
運

社
長
、
愛
知
)

こ
の
度
の
受
賞
は
日
本
港
運

協
会
(
久
保
昌
三
会
長
)
を
は

じ
め
業
界
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導

の
た
ま
も
の
と
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
た
い
。

世
界
的
な
異
常
気
象
が
人
々

の
生
活
を
脅
か
し
て
お
り
、
そ

の
要
因
と
思
わ
れ
る
地
球
温
暖

処
方
薬
を
当
日
配
送

対
象
に
な
る
3
区
は
研

き
こ
そ
も
の
の

上
手
な
れ」。
人
間
、
好
き
な
こ
と

を
や
る
時
は
、
時
間
を
忘
れ
て
打

ち
込
む
。
一
流
大
学
卒
、
一
流
企

業
へ
の
就
職
だ
け
が
人
生
の
夢
、

目
標
で
、
そ
れ
を
達
成
で
き
な
け

れ
ば
劣
等
感
を
抱
く
の
は
、
空
し

い
考
え
方
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
人
生
」
「
人
」
と
の
戦
い
で

は
な
く
、
「
自
分
」
と
の
闘
い
だ

ろ
う
。
「
怠
け
心
と
向
上
心
」
。

向
上
心
が
勝
て
ば
自
分
に
力
が
付

き
、
人
や
会
社
に
信
頼
さ
れ
、
社

会
か
ら
必
要
な
人
間
と
認
め
ら
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

化
へ
の
対
策
は
、
日
本
で

務
と
な
っ
て
い
る
。
各

脱
炭
素
化
を
進
め
る
中
、

港
湾
関
連
事
業
者
も
全
国

の
港
湾
が
推
進
す
る
カ
ー

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト

(

P
)
の
形
成
に
携
わ
り
、

の
将
来
の
不
安
を
少
し
で

拭
で
き
る
よ
う
、
協
力
し

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
港
湾
事
業
に
お

労
働
力
不
足
も
ト
ラ
ッ
ク

イ
バ
ー
の「
2
0
2
4
年
陥

と
同
様
、
深
刻
さ
を
増
し

る
。
今
回
の
受
賞
に
恥
じ

う
諸
課
題
へ
の
問
題
意
識

に
高
め
、
地
域
経
済
の
肇

業
界
の
諸
課
題
解
決
に
向

尽
力
し
て
い
き
た
い
。

E
S
R
(
ス
チ
ュ
ア
ー
ト

各
校
に
ス
タ
ッ
フ
2
、
3

な
く
、
近
隣
の
子
供
も
参
加

一
つ
と
し
て
2
0
1
9
年
か


